資料１　班編成及び役割（例）
	　   活動の考え方
班編成
	平常時の活動
	災害時の活動

	
	○各班の活動は、分担するそれぞれの班が中心となり、他の班が協力して実施する。相互協力することで、それぞれの班の活動内容が理解でき、災害時のスムーズな協力体制の構築につながる。
	○災害の実態に応じた活動態勢をとる。例えば火災発生の心配がない場合は、消火班は他の班の活動を支援するなど、全班が協力して災害に対処する。

	総　　務　　班
	○全体の調整
○要配慮者の把握
○近隣の組織との連携、他機関との事前調整
	○全体の指揮、調整
○近隣の組織との連携、他機関との連絡調整
○被害・避難状況の全体把握

	情　　報　　班
	○防災に関する知識の普及・広

　報
○講習会等の開催
○情報の収集・伝達訓練の実施
	○災害情報の収集・伝達
○防災機関への災害状況の通報
○避難勧告・指示の伝達

	消　　火　　班
	○火気使用器具等の点検
○石油類の管理状況の点検
○消火用器材の準備と管理
○初期消火訓練の実施
	○初期消火活動
○地震発生直後、避難時における　出火防止の呼びかけ

	救出・救護班
	○応急手当の知識の取得と普及
○負傷者等の救出法の取得、応急手当用器材等の準備と管理
○応急手当、救出等の訓練の実施
	○負傷者等の救出と応急手当等の　救護活動
　

	避難誘導班
	○避難路・避難場所の周知と現状の把握
○避難誘導用器材の準備と管理
○非常持出し品の準備の普及
○避難訓練の実施
	○安全な避難場所の指示
○避難行動を促すための説得
○要配慮者宅等への早めの避難の呼びかけ、手助け

	給食・給水班
	○炊飯用具等の準備と管理
○炊き出し訓練

○給水訓練の実施
	○応急物資・応急給水等の実施

○炊き出し・給水活動

○支援物資等の配布、管理

	その他地域の実情に応じ必要となる班
	○例えば、水害のおそれのある地区では水防班、土石流やがけ崩れ危険区域では安全点検班を設けるなど、その役割を果たすために必要な平常時の活動及び災害時の活動を定める。


